
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



警 防 上 の 効 果 

ここでは広域化により、大東市と四條畷市の境界がなくなったことによる現場到着時間の短縮や出場車両の増加による 

初動体制の強化など、警防上の効果を紹介します。 

 

 

 

  

① 出場車両の増加による初動体制の強化             ② バックアップ体制の強化 

     広域化前は、大東市３署所、四條畷市２署所で、それぞれ当      前述した初動体制後に、消防力の増強が必要となる場合は、 

該市で発生した災害に対応していましたが、広域化後は、第１    第２出場で残りの署所から出場させることができるようになり 

出場で５署所のうち災害現場に近い４署所が、大東市及び四條     また、同時に別の災害が発生した場合でも、第２出場部隊で 

畷市で発生したひとつの災害に対応するため、災害初期の初動    対応することが可能となりました。さらには職員総数が増えた 

段階で消防力を注ぎ込むことが可能となり、被害の拡大防止に      ことで、非常招集（災害発生時に非番日や公休日の職員を呼び 

止に繫がっています。                                           集めること）体制が充実するなど、バックアップ体制が強化さ 

れました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※広域化前は、両市ともに１つの火災に対応しているときは、残留ポンプ 

隊がなかったため、同時に２つの災害が発生したときは、非常招集や隣接 

消防本部への応援要請などで対応していました。 

  

警 防 上 の 効 果 

（１）災害活動体制の強化 



 

③ 現場到着時間の短縮                     ④ 中高層建物への対応強化 

    高機能消防指令センターのＧＰＳ機能により、災害地点から     四條畷市の中高層建物火災等への対応が可能となり、また、 

最も近い署所の消防車や救急車を出場させることができるよう    広域化後に新規導入した高所作業車は、コンパクトな車両で 

になり、効率的な運用が可能となりました。特に東部山間部で    あり、はしご車が進入できない道路でも通行できるため、両 

   は、市域の境界がなくなったことで大幅な現場到着時間の短縮    車を特性に合わせて活用することで、災害現場における活動 

が図れています。                        の選択肢が増え、中高層建物への対応力が強化できました。 

        また、管轄救急隊が出場中の第２救急事案でも、次に近い署 

   所の救急車を出場させることができるため、同様に現場到着時 

   間の短縮に繫がっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《大東署、四條畷署合同による実戦訓練の様子》 

                                       

  ※広域化前の四條畷市では、田原分署の救急隊が第２救急事案に対応していた。 

 

 

 



  

 

  

①  救急車５台運用による輻輳（ふくそう）率の低下          ② 救急隊員のスキルアップ 

少子高齢化などにより増え続ける救急需要に対応するため、広     救急隊が全隊専任化されたことで、消防隊等との連携訓練 

域化前に大東市３台、四條畷市２台それぞれ運用していた救急車    や全救急隊を対象としたシミュレーション訓練を実施するな 

を、広域化後は５台を統制して運用することで、輻輳率（救急事    ど、これまで以上に充実した訓練が可能となり、救急隊員の 

案の重複により常時運用している救急車で対応できなくなる割合）   スキルアップが図れています。また、救急活動で中心的な役 

を低下させることができ、同時に複数発生する救急事案に対応す     割を担う救急救命士の養成や救命処置拡大に伴う資格取得な 

ることが可能となっています。これにより予備救急車を運用する    ど、計画的な派遣が継続して行えるようになり、救急業務の 

件数が激減しています。                      高度化に繫がっています。  

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      《シミュレーション訓練の様子》 

（２）救急需要への対応力強化 



 

 

  

① 予防業務担当者の専任化                    ② 消防隊等による警防査察の充実 

    火災を予防することは、消防にとって重要な業務のひとつです。    消防隊等による立入検査（警防査察）を推進するため、予防 

広域化により予防業務担当者を専任化することができ、管轄内    担当者が署員に対して立入検査に関する研修を実施し、幅広く 

の様々な施設に対して立入検査を実施することが可能となりまし    人材育成を行っています。 

た。現在は、防火管理上の不備や消防用設備等の未設置など、消     これにより、消防隊等による立入検査が可能となり、より多 

防法令違反に対しても、より迅速な対応が可能となり、違反是正     くの防火対象物への立入検査が実施でき、火災予防業務の充 

が進んでいます。                               実強化が図れています。 

                       

    

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）火災予防業務の充実・強化 
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財 政 上 の 効 果 

ここでは広域化により、高機能消防指令センターや特殊車両等の整備をはじめ、国からの財政支援の活用など、 

財政上の効果を紹介します。 

 

  

  

 

特殊資器材や高度な設備の整備は大きな財政負担が伴いますが、広域化することで両市での重複投資を避けることができ、 

効率的な整備が可能となりました。両市が単独で整備した場合と比較して、大東市で 176,050千円、四條畷市で 259,410千円 

を軽減することができました。 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《高機能消防指令センター》 

 

 

 

 

財 政 上 の 効 果 

（１）特殊資機材等の効率的な整備 



 

  

  

 消防の広域化が条件となっている国の補助金などの有利な財政支援を 

活用することが可能となり、少ない費用負担で高額な特殊資機材等を整 

備することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 広域化により必要となった各種事業費のうち、７１パーセントを占める額に、様々な財政支援を充当することができました。

（平成２５年度から平成２９年度の間） 

 

はしご付消防自動車（平成２８年度に財政支援を受けて購入） 

緊急防災・減災事業債にて約２億円で購入。このうち、７０％の約１．４億円が 

交付税措置として返ってくるため、実質負担額は約６，０００万円となりました。

（大東市の負担額：約３，９００万円、四條畷市の負担額：約２，１００万円） 

 

 

（２）広域化による財政支援の活用 

７１％に

支援充当 



 

【 整 備 し た 資 機 材 等 の 一 例 】  

      はしご車                 高所作業車  災害支援車  

      

 

 

 

 

 

 

 

最大地上高 35ｍで、はしご先端      最大地上高 17ｍで、車両サイズが      各種災害活動における後方支援を 

部分が屈折する機能を有しており      コンパクトであり、はしご車が進入     行うための車両で、隊員及び資機材 

フェンス等の障害物を避けて接近      できない狭い道路でも走行でき、ほ の搬送を担います。また、平時には 

することができ、これまで以上に       ぼ全ての管轄内で高所での活動が可 火災予防啓発など多目的に活用しま 

スムーズな救助活動が行えます。      能となりました。             す。 

 

   高機能消防指令センター            車両端末装置               移動式空気充填機  

 

  

 

 

 

 

 

    各種災害に応じて出場車両を統制      車両の動態や位置情報を指令セ       大東署及び四條畷署に配備して 

 しています。大規模災害時には、最     ンターに送信する装置で、各車両       いた空気充填機を移動式１台に効 

大６席に拡張して対応することが可     の位置情報を把握しているセンタ       率化。空気呼吸器への充填が火災 

能です。                    ーから出場指令が送信されます。      現場でも可能になりました。 



 

  

  

  

  広域化によるスケールメリットを活かした効率的な組織運営ができたことにより、広域前に比べ、経常的な経費に充当した一般 

財源を比較するとマイナス０．９９％の財政効果が現れました。 

また、消防のことを誰よりも良く知る消防職員が予算を査定することで、効率的・効果的な予算編成が行えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）経常的な経費の削減 



人 事 上 の 効 果 

ここでは広域化により、現場活動要員の増加、隊員の専任化や専門的な研修派遣の充実による技能向上など、 

人事上の効果を紹介します。 

 

  

  

広域化により、両消防本部の事務部門（総務課、警防課、予防課）  

及び通信指令室を統合し一元化したことで、現場活動要員を増員す 

ることができました。                          

 

 

 

        

 

 

 

  

  

  

   現場活動要員が増えたことで、一部で兼任隊であった隊をすべて 

  専任隊にすることができ、 

より専門的な訓練や研修等 

を実施することが可能とな 

りました。これにより隊員 

の知識・技術の高度化が図 

れています。 

 

 

《瓦礫救出訓練の様子》 

人 事 上 の 効 果 

（１）本部機能統合による現場活動要員の増加 

（２）専任隊による隊員の高度化 



 

    

  

  

①  高度な研修派遣等の充実                   ② 優秀な人材の確保（採用試験の受験倍率が増加） 

消防大学校や府立消防学校教官、救急救命士養成など、広域化    各種学校訪問やホームページを通じて、広域化による組織力 

前に派遣できていなかった高度な職員研修の計画・継続的な実施   強化をＰＲしてきたことで、組織イメージの向上から採用試験 

が可能となり、併せて専門的な業務研修への積極的な派遣により、  受験者の増加に繫がり、結果、多くの受験者から優秀な人材を 

職員の知識・技術とモチベーションが向上しています。       発掘することが可能になりました。また、採用試験説明会の開 

 また、職員数が増えたことで、幅広い人材から適材適所の配置 催や学校等の就職説明会に積極的に参加するなど、採用試験を 

が可能となり組織力強化に繋がっています。            企画段階から消防職員が担当することで、優秀な人材確保に繋 

                                がっています。 

      

   

  

 

 

 

 

                                     

                                                             

 

 

 

 

 

 

                                           《採用試験説明会の様子》 

                                      

（３）人材育成等による組織力強化 



 

☆☆ その他の効果 ☆☆ 

① 女性消防吏員の活躍推進                   ② 独自のホームページで情報を発信 

   女性消防吏員は、現在９人在籍しており、国が当面の目標とし    広域化前は、それぞれの市ホームページで情報を発信してい 

ている女性消防吏員の比率である５％に、ほぼ近い４．８％とな   ましたが、広域化後は、ホームページを独自で運用することに 

っています。 より、消防に関する情報や職員採用情報、実施した行事などを 

規模が大きくなったことで活躍する場も増え、平成２９年度に   タイムリーに掲載することができ、情報発信力が向上していま 

は、すべての署所に女性職員が当直勤務できる施設を整備するこ    す。また、消防では例の少ないバナー広告を取り入れることが 

とができました。また、女性幹部職員の育成を目的に平成３０年   できたことにより、ホームページ維持管理経費の負担軽減が図 

度には府立消防学校教官に派遣するなど、女性職員が活躍できる   れています。 

環境が整備されています。 

  

  

 

 

 

 

 

 

                                

  

 

 

消防組合ＨＰ ＵＲＬ：http://www.ds119.jp/ 

 

 

 

 

《救急救命士として活躍する女性職員》 

http://www.ds119.jp/

